平成19年度　全国鐵構工業協会　青年部会

第2回理事会　議事録

日　時　平成１9年6月2日（土）　９：００～１6：００
場　所　石川県　金沢エクセルホテル東急
出席者　米森（石川）、上柿（奈良）、松下（愛媛）

　　　　　　　媚山（北海道）、齋藤（秋田）吉岡（東京）、伊藤（三重）、苅谷（岐阜）、
大井（滋賀）、益田（山口）、玉城（沖縄）

欠席者　齊藤（青森）、鈴木（千葉）、山崎（栃木）
オブザーバー　鋼構造出版（田中）、元・岡部（河崎）、岡部（山久保）、

小林産業（前野）

議事録作成　　益田（山口）

（司会進行）上柿副会長

１．開　　　会

２．出席者の確認

３．会 長 挨 拶（米森会長）
　先の全国大会はご苦労様でした。また北海道ＢＣの方々には大変お世話になり、改めて感謝申し上げたい。現行体制になって１年間、理事の了解を得て理事会の開催地を全国持ち回りとしてきた。皆さんには負担も掛かっていると思うが、各地を訪ね、現地の会員と交流を持つことは非常に意義あること。今年度もこれを継続し、未訪問の東北・中部・中国の各ブロックで理事会を開く。また、各地で設計者との交流が積極的に展開されているが、マスメディアを通じてＰＲするよう心がけてほしい。それによって、仲間の活動に対する周知が図られ、全国の会員への刺激にもなる。
　本日の理事会は趣向を変え、フリーに意見を出し合うスタイルとしたい。
４．各ブロック活動報告（ホームページに掲載）

北海道ＢＣ　媚山監事より報告

東北ＢＣ　齋藤理事より報告

関東ＢＣ　吉岡理事より報告

北陸ＢＣ　米森会長より報告

中部ＢＣ　伊藤理事より報告

近畿ＢＣ　大井監事より報告

中国ＢＣ　益田理事より報告

四国ＢＣ　松下副会長より報告

九州ＢＣ　玉城理事より報告

その他、各ＢＣの総会及び助成金事業の日程（予定）を確認し、各地助成金事業への出向理事を以下の通り決定した。各出向理事は青年部理事会での検討事項や活動内容を当地にて詳細に説明する。また理事会に対する意見や要望なども聞き取る。
北海道ＢＣ（10又は2月）　大井監事

東北ＢＣ（９月）　松下副会長

関東ＢＣ（２月）　齊藤理事

北陸ＢＣ（２月）　齋藤副会長・苅谷理事

中部ＢＣ（11月）　吉岡理事

近畿ＢＣ（2～3月）　山﨑理事・伊藤理事

中国ＢＣ（３月）　媚山監事

四国ＢＣ（10月）　上柿副会長・玉城理事

九州ＢＣ（10～11月）　鈴木理事

５．全国大会について
１）北海道大会
・決算書の提出（媚山監事）

今月開催の役員会及び来月末のＢＣ総会で決算書をまとめる計画。次回理事会には提出できる見通し。

・同大会の感想（以下、理事の主な声）
「非常に盛大で活気ある大会だった」、「１つのフロアで全ての行事を消化できたのが良かった」、「分科会では臆することなく発言する若手が目立った。業界として喜ばしい」、「各分科会とも充実していた。講演もすばらしかった」、「分科会のテーブルの配置が、話し合いをするのに適さなかった（横に長すぎた）」、「全国会長会議は盛り上がりに欠けた。今後に向けて内容の再検討を要する」、「懇親会のジャズバンドの演奏には感動したが、音が大きすぎて会話ができなかったのが残念だった」、「出席した青年部ＯＢから『我々の時代に比べ、会員相互がざっくばらんに話を出来る良い組織になっている』とのお褒めの言葉をいただいた」、
２）今後の全国大会運営（米森会長）

00年に全国での持ち回り開催が一巡したのを契機に、その後は派手さを抑えた質素な形で運営していくことを申し合わせたが、必ずしもその傾向にない。迎える側（担当ブロック）が“来場者に少しでも喜んでいただきたい”と考えるのは分かるが、派手な飾りや演出は控え、各ブロックが自然体で来場者をもてなすよう呼びかけてほしい。
３）次期全国大会（益田理事）
中国ＢＣの主管により、平成20年4月12日に岡山県岡山市内で開催することを決定済み。会場は、6月2日開催のＢＣ総会時に決定する。
６．協議事項
1） 今年度のグループ活動と担当理事について
A. 設計交流ＷＧ　　総括：松下副会長
① 鉄骨需要拡大事業
担当を山﨑理事とする。元岡部㈱の河崎氏の協力を得て原案をまとめた「鉄骨造を紹介するパンフレット」を活用しながら、戸建て住宅における鉄骨造採用の優位性を一般社会にアピールしていく。一般に木造よりも鉄骨の方が割高なイメージがあるが、調査の結果、一概に高くならないことも判明した。
柱脚メーカーである岡部㈱より、同パンフレットを自社ＤＭで活用したい旨の許諾願いが提出され、これを承認した。柱脚が使われれば必然的に躯体は鉄骨造となるのでファブ業界としても歓迎すべきこと。同社に限らず、関連メーカーと協調を図りながら、本運動を展開していきたい。また、パンフレットには制作元として全構協青年部会の名を明記し、問い合わせ先については配布メーカーが連絡先を記載できるよう、白枠を設けておく。適時手直しを加え、内容の充実を図っていく。
② 鉄骨１１０番の件
担当を鈴木理事とする。昨年６月号より月刊「鉄構技術」誌上で鉄骨製作に関わる問答を「鉄骨110番」として掲載してきたが、鉄構技術編集部を介して各方面の有識者に回答（原稿）を依頼するという性質上 ①回答者に質問の内容・意図が正確に伝わらない ②ファブの意図する回答が必ずし得られない ③回答内容が難しすぎる――などの問題が生じていた。このため今後は、全青会担当者が鋼構造出版担当記者を伴って回答者を訪ね、直接質問して回答を得るスタイルとし、掲載媒体も週刊「鋼構造ジャーナル」に変更して企画を進めることにする。掲載は毎月２回とし、遅くとも8月には連載を開始したい。初回の回答者についてはJSCA千葉副代表の園部氏に協力を依頼済み。質問内容は全青会理事に各自最低１項目の提出を求め、締め切りを6月10日とする。
③「工作しやすい鉄骨設計」講習会
担当を吉岡理事とする。
第３版リリースは９月頃の予定。
B. 工数管理ＷＧ　　総括：上柿副会長
① 特記仕様書

担当を伊藤理事とする。
三重県の企画に協力し進める。

② 情報の共有化
担当を大井監事とする。現状では近畿の一部地域に限定して試験運用を開始しているが、今年度は全青会ＨＰを活用しての全国展開に向けて検討を進める。

③ 溶接実体験

前年度に近畿ブロックが企画・実施した事例を参考に全国展開を図り、実製作に適さないディテール（設計）が採られた部材の溶接の困難さを、設計者に理解していただく。なお、参加する設計者が着用する作業着・エプロン・皮手・足カバー等については近畿ブロックが10セット購入しており、他ブロックからの希望があれば一式２万円（送料・使用後のクリーニング代別途）でレンタルすることが可能。また、本事業に関連し、溶接の欠陥サンプルを親会にて２セット購入する予定。
この様な講習会は出来ればJSCA側主導、FAB側後援という形式で進める事も検討が必要。

C. 行政及び対外交流ＷＧ　　総括：齋藤副会長
① 行政交流事業
担当を齋藤副会長とする。全構協事業との兼ね合いも勘案しながら、とくに地方における若手官僚との交流推進策を模索・検討していく。各地から行政に対する要望を吸い上げ、親会を通して行政との係わりを検討する。
② 産官学連絡協議会の検索

担当を玉城理事とする。福岡建築連絡協議会を視察予定。福岡組合事務局長の承認を得ている。
③ 親会との位置付け調査
担当を益田理事とする。各都道府県における青年部と親会との位置付けについてアンケ－トを実施する。全９項目からなる素案を作成済み。理事による最終チェックののち、６月初旬に全国の会長宛てにメール送信し、６月末までに回収する予定。
Ｄ. 総務

１．ホームページ
担当を苅谷理事とする。今年度のホームページ維持管理（サーバー、ドメイン、更新）の費用として約14万円が見込まれる。
２）第２回全国会長会議について

北海道全国大会時に引き続き、今年度２回目の全国会長会議を、全構協全国大会の翌日の11月17日に開催する。会場は東京・浜松町の公共施設を予定。参加者は各都道府県２名として計94名程度が見込まれる。総合司会は上柿副会長。各参加者が発言しやすいよう小テーブルによるグループ討議形式とし、理事はオブザーバー的な立場で各テーブルに加わる。主な議題は①後継経営者研修のフォロー事業 ②ブロック間交流及び会員増強について ③理事会に対する意見・要望――とする。宿泊費は各自負担。
３）今年度の理事会開催について
平成19年度の理事会日程・開催地を以下の通り決定する。全構協全国大会および第２回全国会長会議の当日は理事会を開かない。これまで通り参加者の服装は各自の常識的判断にゆだね、ネクタイの着用は強要しない。また、理事会の持ち回り開催に対する全国の会員の反応・意見を聴取する。
理事会の出欠確認を含めた理事間の連絡を迅速かつスムーズに行うべく、携帯電話メールを活用した連絡網の構築を模索中である。
第３回理事会　平成19年７月28日（宮城県仙台市）

第４回理事会　平成19年10月20日（東京都内）

第5回理事会　平成19年12月８日（岡山県岡山市）

第6回理事会　平成20年２月16日（愛知県名古屋市）
７.閉　　　会

　※　次回理事会開催地

平成１９年７月２８日（土）9：00～

於：宮城県仙台市
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